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県
西
地
域
の
合
併
に
は
、
多
く
の

　

メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
！

・ 

日
常
生
活
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

・ 

専
門
的
か
つ
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

・ 

重
点
投
資
に
よ
る
基
盤
整
備
な
ど
が
行

い
や
す
く
な
り
ま
す
。

・ 

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

・ 

行
財
政
の
効
率
化
が
図
れ
、
行
財
政
基

盤
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

  

県
西
地
域
合
併
検
討
会
で
は
、
13
の
分

科
会
を
設
置
し
、
住
民
生
活
に
特
に
関
係

の
深
い
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
各
市
町
の

取
り
組
み
の
違
い
を
把
握
し
、
合
併
を
想

定
し
た
場
合
の
影
響
を
予
測
し
ま
し
た
。

　

こ
の
概
要
版
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
会

の
調
査
研
究
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
各

市
町
の
住
民
と
行
政
が
合
併
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
共
に
考
え
て
い
く
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作

成
し
ま
し
た
。

  

県
西
地
域
の
２
市
８
町
は
、
奈
良
、
平

安
時
代
に
足
柄
平
野
に
集
落
が
形
成
さ
れ

て
以
降
、
小
田
原
藩
の
領
域
と
し
て
城
下

町
・
宿
場
町
の
小
田
原
を
中
心
に
、
政
治
、

経
済
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
深
い
つ
な

が
り
を
育
み
な
が
ら
常
に
一
体
的
な
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、
合
併
を
検
討
す
る
の
？

・ 

地
方
分
権
の
推
進
に
資
す
る
自
治
体
形

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・ 
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

・ 

広
域
的
な
行
政
課
題
に
対
応
し
得
る
能

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・ 

行
財
政
効
率
の
一
層
の
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

合
併
の
課
題
は
？

・ 

役
場
が
遠
く
な
り
、
不
便
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

・ 

中
心
部
だ
け
が
良
く
な
っ
て
周
辺
部
は

取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

・ 

地
域
の
個
性
や
伝
統
が
失
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

・ 

サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低
下
し
、　

負
担
が   

　

重
く
な
る
こ
と

　

は
な
い
か
。

県
西
地
域
の
姿

▲

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
ま
す

▲

人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す

合
併
検
討
の
背
景
・
課
題

合
併
の
メ
リ
ッ
ト

県
西
地
域
の
人
口
動
向

は
じ
め
に

は
じ
め
に
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財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す

経
常
収
支
比
率
の
変
遷

※
経
常
収
支
比
率
と
は
、税
や
交
付
税
な
ど

の
一
般
財
源
に
対
す
る
人
件
費
や
医
療

費
な
ど
経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
の
割

合
を
示
す
指
標
で
、
値
が
高
い
ほ
ど
財

源
の
余
裕
が
な
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

豊
か
な
資
源
を
活
か
し
、

活
発
な
交
流
を
生
む
自
律
し
た
地
域
へ

・ 

都
市
機
能
の
形
成

・ 

観
光
交
流
の
強
化

・ 

自
然
環
境
の
保
全

・ 

生
活
、
福
祉
の
向
上

※
中
核
市
と
は
、
人
口
が
30
万
人
規
模
以

上
で
、
県
か
ら
の
権
限
委
譲
に
よ
り
、

権
限
が
強
化
さ
れ
、
住
民
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
で

き
ま
す
。

各
市
町
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
比
較
し
ま
す

・ 

市
町
村
税
、
公
共
料
金
等

・ 

ご
み
処
理

・ 

社
会
保
障
、
障
害
福
祉
、
子
育
て
支
援

財
政
推
計

・ 

合
併
に
よ
る
主
な
変
化
と
し
て
は
、
県

西
地
域
全
体
で
、
市
町
村
税
が
約
47
億

円
増
加
し
、
人
件
費
が
約
12
億
円
削
減

さ
れ
る
と
試
算
さ
れ
ま
す(

平
成
28
年

度)

。

・ 

合
併
し
な
い
場
合
の
平
成
22
年
度
以
降

の
財
政
状
況
は
、
次
第
に
悪
化
し
て
い

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

・ 

学
校
教
育
、
生
涯
学
習

・ 

勤
労
福
祉

・ 

消
防
、
防
災  

・ 

そ
の
他

　

地
域
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
山
北
・
向
原
・

岸
・
平
山
の
４
地
区
の
地
域
づ
く
り
委
員

会
を
統
合
し
、
具
体
的
な
活
動
に
対
応
し

た
地
区
に
す
る
再
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
名
称

は
、『
山
北
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会
』
と

し
、
従
来
の
「
提
案
型
」
か
ら
よ
り
「
実

践
型
」
に
転
換
し
、
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

《
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
》

　

山
北
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

歴
史
・
文
化
・
自
然
・
景
観
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
、
共
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。「
身
近
な
自
然

や
文
化
財
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」、「
地
域
で
花

の
里
づ
く
り
を
し
た
い
」、「
自
然
環
境

豊
か
な
散
歩
道
や
憩
い
の
場
づ
く
り
を
し

た
い
」
な
ど
、
自
ら
住
む
地
域
の
魅
力
づ

く
り
を
自
ら
実
践
し
た
い
と
考
え
て
い
る

方
、
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　
　

象　

山
北
・
向
原
・
岸
・
平
山
地

　
　
　
　
　

区
に
在
住
・
在
勤
の
方

問 

合 

せ　

政
策
室
政
策
班

申 

込 

み　
（
電
話
）
７
５
ー
３
６
５
１

※
な
お
、
共
和
・
清
水
・
三
保
地
区
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

共
和
・
清
水
・
三
保
地
区
に
在
住
・
在
勤

の
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
政

策
室
（
電
話
）
７
５
ー
３
６
５
１ 

ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

政
策
室
政
策
班

　

(

電
話)

７
５
ー
３
６
５
１

県
西
地
域
の
財
政
状
況

 

県
西
地
域
の
将
来
像

　

〜「
力
み
な
ぎ
る
交
流
都
市
」〜

　

中
核
市
を
目
指
し
ま
す
！

事
務
事
業
の
比
較

　

新　

生

　
　
「
山
北
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会
」

今
後
の
流
れ

今
後
の
流
れ
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［参事級］
新　所　属

会計管理者・参事兼会計室長

氏　　　名

三　橋　正　雄
旧　所　属

参事兼都市整備課長

［課長級］
企画財政課長
税務課長
町民課長
生活環境課長
産業観光課長
都市整備課長
学校教育課長
生涯学習課長

山　崎　佐　俊
湯　川　晴　道
三尋木　昭　治
大胡田　正　美
依　田　政　文
福　野　　　毅
井　上　裕　子
三尋木　重　夫

生涯学習課長
学校教育課長
総務防災課主幹
税務課長
企画財政課主幹
産業観光課長
学校教育課主幹
町民課主幹

［主幹・技幹級］
総務防災課庶務班主幹
　　〃　　防災消防班主幹
税務課税務班主幹
町民課町民班主幹
　〃　清水支所主幹
福祉課長寿いきがい班主幹
　〃　わかば保育園兼清水保育園長（技幹）
健康づくり課健康づくり班主幹
産業観光課農業推進班主幹
都市整備課整備班主幹
学校教育課教育班主幹

渡　辺　伸　二
井　上　基　仁
岩　本　公　良
籔　田　孝　宏
川　本　仁　久
杉　本　せつ子
池　田　早智子
杉　本　吉　郎
湯　川　浩　一
石　田　照　夫
山　崎　一　郎

都市整備課管理計画班副主幹
税務課税務班主幹
　〃　　〃　副主幹
町民課町民班副主幹
福祉課長寿いきがい班主幹
　〃　　　　　〃　　副主幹
福祉課わかば保育園兼清水保育園長（副技幹）
産業観光課農業推進班主幹
都市整備課管理計画班副主幹
　　〃　　整備班副主幹
町民課清水支所副主幹

［副主幹･副技幹級］
政策室政策班副主幹
税務課税務班副主幹
町民課町民班副主幹
福祉課長寿いきがい班副主幹
　〃　わかば保育園副技幹
　〃　向原保育園副技幹
　〃　清水保育園副技幹
都市整備課管理計画班副主幹
会計室会計班副主幹
学校教育課山北幼稚園副技幹
　　〃　　岸幼稚園副技幹
　　〃　　三保幼稚園副技幹

瀬　戸　　　靖
大胡田　剛　司
高　橋　英　治
佐　藤　勝　也
石　川　好　美
諸　星　いずみ
松　永　初　美
山　本　智　賢
高　橋　由美子
八　木　　　恵
渡　辺　節　子
秋　山　世津子

生活環境課上下水道班副主幹
　　〃　　　　〃　　副主幹
税務課税務班副主幹
企画財政課情報管理班副主幹
福祉課向原保育園副技幹
　〃　清水保育園副技幹
　〃　わかば保育園副技幹
健康づくり課健康づくり班副主幹
議会事務局議事班副主幹
学校教育課三保幼稚園副技幹
　　〃　　山北幼稚園副技幹
　　〃　　岸幼稚園副技幹

平成 20年度　町職員の人事異動（平成 20年 4月 1日付け）（敬称略）
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【
青
少
年
指
導
員
】

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
と

組
織
活
動
の
指
導
、
助
言
を

し
て
い
た
だ
く
青
少
年
指
導

員
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
２
年
で
す
。（
敬

称
略
）

▼
指
導
員

　

古
瀨
惠
美
子
（
平
山
）、
関

勝
則
（
萩
原
）、清
水
明
（
下

清
水
）、
遠
藤
清
之
（
田
屋

敷
）、
向
原
貴
之
（
仁
道
）、

野
坂
洋
子
（
越
地
）、
府
川

満
壽
美
（
班
目
）、
瀬
戸
敦

子
（
湯
坂
）、山
口
立
夫
（
原

耕
地
）、
荒
原
和
之
（
尺
里

中
）、
中
戸
川
義
隆
（
尺
里

中
）、石
田
新
治（
下
本
村
）、

木
下
ま
ゆ
み
（
下
本
村)

、

髙
橋
誠
太
（
瀬
戸
・
駒
ノ

子
）、山
崎
由
次（
大
蔵
野
）、

内
田
孝
夫
（
谷
ケ
）、
山
崎

通
雄
（
透
間
）、
鈴
木
寿
浩

（
玄
倉
）、
山
口
徳
一
（
神

尾
田
）

▼
退
任

　

小
島
敦
子
（
平
山
）、
能
沢

依
子
（
越
地
）、
深
野
雅
子

（
湯
坂
）、
安
藤
誓
子
（
山

下
）、
石
井
和
美
（
水
上
）、

奈
良
田
恵
（
明
日
香
沢
）、

岩
井
崇
（
神
縄
）、
山
口
啓

（
玄
倉
）

【
体
育
指
導
委
員
】

　

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

推
進
し
て
い
た
だ
く
体
育
指

導
委
員
が
、
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

20
年
４
月
か
ら
２
年
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
指
導
委
員

　

池
谷
則
明
（
萩
原
）、
芝
玲

子
（
萩
原
）、
鈴
木
良
雄

（
田
中
）、石
川
實
（
万
随
）、

山
崎
郁
夫
（
根
下
）、
武
井

章
（
湯
坂
）、
諸
角
久
美
子

（
原
耕
地
）、内
田
耕
三
（
尺

里
西
）、遠
藤
圭
子（
高
松
）、

矢
吹
高
広
（
谷
ケ
）、
佐
藤

文
夫
（
山
市
場
）、
井
澤
秀

勝
（
玄
倉
）、
雨
宮
砂
百
合

（
畑
）

▼
退
任

　

平
岡
房
江
（
堂
山
）、
岩
本

早
苗
（
深
沢
）

［班　員］
企画財政課財務班主任主事
総務防災課庶務班主査
　　〃　　付主査
　　〃　　付主事（神奈川県派遣）
税務課税務班主査
　〃　　〃　主査
福祉課わかば保育園主査
生活環境課生活環境班主査
　　〃　　上下水道班主査
議会事務局議事班主査
学校教育課岸幼稚園主事
企画財政課企画班主事
町民課町民班主事補
福祉課長寿いきがい班主事補
健康づくり課健康づくり班主事補
生活環境課上下水道班主事補
産業観光課商工観光班主事補
都市整備課管理計画班主事
生涯学習課生涯学習スポーツ班主事補
　　〃　　　　　　〃　　　　社会教育指導員
　　〃　　公民館主事補

加　藤　悦　孝
池　谷　　　栄
畠　山　佐和子
磯　崎　雅　史
湯　川　晴　子
野　地　俊　晴
尾　崎　明日香
西　田　明　弘
倉　本　昌　和
山　村　美果子
深　野　理　恵
曽　我　優　貴
相　原　香　苗
小　澤　雅　彦
小　野　文　秀
鈴　木　淳　司
小　澤　康　之
小　林　保　彦
高　橋　和　久
鳥　海　　　均
稗　田　裕　文

総務防災課付主任主事（神奈川県派遣）
生涯学習課公民館主任主事
産業観光課商工観光班主査
生活環境課生活環境班主事
会計室会計班主査
企画財政課企画班主任主事
学校教育課岸幼稚園主査
神奈川県より派遣
税務課税務班主査
町民課町民班主任主事
福祉課わかば保育園主事
新採用
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　

原　憲司（参事兼企画財政課長）、小瀬　公雄（町民課長）、大野　博世（生活環境課長）、藤本　慶子（総
務防災課）、丸山　智美（総務防災課）、内田　ミサヲ（福祉課）、砂田　佳弘（生涯学習課県交流職員）、
藤嶋　研二（生涯学習課）

［退職者］
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我
が
家
は
私
た
ち
夫
婦
と
子
ど
も
２
人

の
４
人
家
族
で
す
。
昨
年
の
４
月
に
山
北

町
へ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
一
輝
は
２
歳
に
な
っ
た
ば

か
り
の
オ
ム
ツ
く
ん
。
夏
に
パ
ン
ツ
デ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
失
敗
を
繰
り
返
し
初

め
て
ト
イ
レ
で
お
し
っ
こ
が
で
き
た
と
き

は
、
２
人
で
抱
き
合
い
、
写
真
を
撮
っ
て

喜
び
ま
し
た
。
そ
ん
な
一
輝
は
、
弟
思
い

の
や
ん
ち
ゃ
坊
主
で
も
あ
り
ま
す
が
、
臆

病
な
子
で
す
。
以
前
、
犬
に
吠
え
ら
れ
て

か
ら
犬
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
近
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
じ
っ
と
し
て
い
る

こ
と
が
あ
ま
り
な
く
、
常
に
せ
わ
し
な
く

動
い
て
い
る
子
で
す
が
、
犬
の
近
く
で
は

お
と
な
し
い
の
で
す
。
今
は
電
車
が
好
き

で
鉄
道
公
園
に
よ
く
行
き
ま
す
。
御
殿
場

線
と
蒸
気
機
関
車
の
両
方
を
見
れ
る
の
が

う
れ
し
い
よ
う
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
の
11
月
か
ら
通
い
始
め

た
、
町
で
月
１
回
行
わ
れ
て
い
る
親
子
教

室
の
お
か
げ
で
、
当
初
よ
り
少
し
で
は
あ

り
ま
す
が
、落
ち
着
き
の
あ
る
子
に
な
っ
て

く
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
最
近
で
は
前

日
か
ら
「
明
日
、
先
生
行
く
ー
。」
と
ニ
コ

ニ
コ
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。

　

一
方
、弟
の
大
輝
は
手
の
か
か
ら
な
い
、

育
て
や
す
い
赤
ち
ゃ
ん
で
し
た
が
、
ほ
ど

な
く
し
て
本
領
発
揮
。
今
で
は
兄
ち
ゃ
ん

顔
負
け
の
悪
さ
も
し
ま
す
。
ウ
ソ
泣
き
が

得
意
な
甘
え
ん
坊
。
一
輝
に
遊
ん
で
い
る

お
も
ち
ゃ
を
取
ら
れ
そ
う
に
な
る
と
、
激

し
い
ウ
ソ
泣
き
で
抵
抗
し
ま
す
。
ま
ず
、

勝
ち
目
は
あ
り
ま
せ
ん
が･･･

。

　

そ
れ
で
も
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
い
な
く

な
れ
ば
泣
い
た
り
、
昼
寝
を
し
て
し
ま
う

と
起
こ
し
た
り
と
、
兄
弟
愛
が
芽
生
え
て

い
る
よ
う
で
、
う
れ
し
い
で
す
。
２
人
の

成
長
は
日
々
の
生
活
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
う
れ
し
く
も
あ
り
、
ま
た
少
し
私
が

離
れ
た
こ
と
に
さ
み
し
い
気
も
し
ま
す
。

２
人
が
言
う
事
を
聞
か
な
い
日
常
に
イ
ラ

イ
ラ
し
ま
す
。
で
も
、
今
の
生
活
に
満
足

し
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
夫
婦
も
親
に
な
っ
て
３
年
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
、
こ
れ
か
ら
の
育
児
に
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、
周
り
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
と
共
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
利
恵
子
さ
ん
）
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瀬
戸
屋
敷
の
雛
壇
に
並
ぶ
二
百
体
古
き
面
差
し
わ
が
雛
に
似
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

洋　

子

（
評
）
雛
祭
り
は
、
女
性
に
と
っ
て
幾
つ
に
な
っ
て
も
心
華
や

ぐ
行
事
で
あ
り
、
来
し
方
を
偲
ぶ
よ
す
が
で
も
あ
る
。
瀬
戸
屋

敷
の
二
百
体
の
雛
人
形
の
な
か
に
自
分
の
雛
と
よ
く
似
た
面
差

し
を
見
出
し
て
、
作
者
は
分
身
を
見
る
よ
う
な
親
し
み
と
懐
か

し
さ
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
分
細
面
に
切
れ
長
の
目
と

い
う
高
貴
な
お
顔
か
も
知
れ
な
い
。
多
く
説
明
の
な
い
と
こ
ろ

が
読
者
の
想
像
を
誘
う
。
こ
の
歌
に
よ
っ
て
私
は
瀬
戸
屋
敷
の

お
雛
様
方
に
ぜ
ひ
お
目
に
か
か
り
た
い
と
思
う
様
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
原
と
き
江　

記
）

だ
ん
ご
焼
き
古
き
伝
統
ま
も
り
つ
つ
炎
は
髙
し
思
い
出
の
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加　

藤　

芳　

子

ロ
ッ
ク
歌
手
の
母
恋
う
る
歌
「
吾
亦
紅
」
ゆ
さ
ぶ
り
や
め
ぬ
我

泣
か
す
ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後　

藤　

一　

乃

寒
い
朝
床
を
は
な
れ
ぬ
夫つ
ま

残
し
凍
て
つ
く
道
を
職
場
へ
向
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

雅　

子

レ
ト
ロ
な
る
汽
車
の
展
示
の
映
り
い
て
帰
郷
の
折
り
に
乘
り
し

と
似
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　

尾　

ふ
じ
子

降
る
雪
に
耐
え
し
水
仙
凛
と
立
ち
く
じ
け
し
我
は
力
を
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

磯　

知　

出

裏
の
山
飽
か
な
く
眺
む
殿
し
ん
が
りは

無む
く
ろ
じ

患
子
に
し
て
緑
と
と
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

川　

和　

子

ピ
ラ
カ
ン
サ
の
赤
極
ま
れ
ば
ヒ
ヨ
ド
リ
の
ひ
と
日
群
れ
い
つ
庭

の
最も
な
か中
に
（
最
中
＝
真
ん
中
）　　
　
　

 　

磯　

崎　

登
志
子

た
く
ま
し
き
漁
船
お
も
む
ろ
に
現
れ
て
朝
霧
か
し
北
の
港
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　

原　

と
き
江




